
建もの燃費ナビ CAD入力マニュアル 
同一の屋根の下に勾配天井と水平天井が存在する場合 



  入力の条件 

以下のような物件での入力例を説明いたします。入力内容を確認の上、操作頂きますようよろしくお願いいたします。 

2 建もの燃費ナビ CAD入力のポイント 

ロフト部分をプラン図で３階の床として入力します。 
ロフトの天井は水平天井、吹抜けは勾配天井とします。 
どちらも屋根断熱の屋根で覆われていることを前提とします。 

入力の条件（参照物件：福岡パッシブハウス） 

断面イメージ 

物件概要で地上階
を「３階」にする 

説明 

水平天井 

勾配天井 

３階吹抜けに全開口で区画をつくりロフトを作成します（例：部屋名を洋室などの居室にする）。 

作成したロフト 

全開口で区切
り洋室にする 

天井面 

屋根断熱 



  屋根形状の工夫による操作手順１ 

屋根伏図にてa.面変形の   
b.屋根面分割を使い、３
階の屋根をロフトの位置で
分割する。 
これで３階の屋根は２枚に
分かれます。 

屋根伏図：屋根面の分割 手順１ 

3 建もの燃費ナビ CAD入力のポイント 

ロフトの位置で
屋根を分ける 

a.面変形 

b.屋根面分割 

１）屋根伏図：屋根面の分割 
   屋根伏図にて、面変形の屋根面分割を使い、３階の屋根をロフトの位置で分割する。 
 
２）高さ設定：水平部の天井高設定 
   高さ設定の一覧を表示をし、対象の部屋の天井高さを変更する。 
 
３）プランモード：屋根断熱(水平天井)の設定 
   プランモードでロフト上部の屋根の勾配屋根断熱方法を「屋根断熱(水平天井)」に変更する。 

勾配天井と水平天井が存在する場合の操作手順について 概略 



  屋根形状の工夫による操作手順２ 

4 建もの燃費ナビ CAD入力のポイント 

高さ設定で一覧を選択し、 
ロフトの天井高さを1,400に
変更する。 

天井高さを
1,400にする 

高さ設定：水平天井の高さ設定 手順2 

燃費ナビ プランモード：屋根断熱(水平天井)の設定 手順3 

プランモードで屋根伏図で 
分割したロフト上部の屋根の 
勾配屋根断熱方法を 
「屋根断熱(水平天井)」に 
変更する 分割したロフト上部の屋根 

吹抜けの上部の屋根は 
「屋根断熱(勾配天井)」とし、 
勾配天井仕上オフセットに
適切な値を入力する 

c.一覧 

「屋根断熱 
(水平天井)」に 



  屋根形状の工夫による操作手順３ 

燃費ナビ プランモード：屋根断熱(水平天井)の設定 手順3 

5 建もの燃費ナビ CAD入力のポイント 

断面イメージ 

水平天井 

勾配天井 

「勾配天井仕上オフセット」に、水平天井と勾配天井がうまく取合うように、適切な値を入力します。 

位置が合うよう
に設定する 

操作は以上です。 

１）屋根伏図： 屋根面の分割 

勾配天井と水平天井の高さが異なり段差が生じる場合について 補足 

 左の図のように、水平天井の部屋の天井面が、
勾配天井より低い場合でも、同様の手順で入力
いただければ問題ありません。 
 
 屋根の属性 をそれぞれ、水平天井と勾配天井
に設定してください。 
 
 次に、水平天井の下の部屋の天井高さを高さ
設定で変更してください。 

断面イメージ 

水平天井 勾配天井 

天井高さ 

屋根断熱(勾配天井)を設定した時、その屋根の下
の部屋は、高さ設定の天井高さは反映しません。 
プランモードで設定する勾配天井仕上オフセットをも
とに天井高さを自動計算します。 
屋根断熱(水平天井)､天井断熱(水平天井)につ
いては、高さ設定の天井高さを反映します。 

天井高さのポイント 



  数量補正する場合の操作手順１ 

6 建もの燃費ナビ CAD入力のポイント 

AD1をご利用の場合 

AD1をご利用いただいている場合 条件 

今回説明しました屋根を分割して入力いただく方
法は、AD1の外観パースや積算などの機能につい
て考慮されておりません。 
AD1の物件データとして健全な状態を保つため、 
次の２つの方法がございます。 
 
①プランを別にして管理する 
→燃費計算のための物件ファイルを別に保存し、 
  屋根を分割した物件(燃費計算用)と、分割し     
  ない物件(AD1で利用)を別々に管理する。 
    
②数量補正を行う 
→数量補正を行い対応する方法。 
 
それでは、数量補正する方法を説明いたします。 

数量補正で対応する方法 概略 

燃費計算 

AD1 

補正対象 
内法気積 

全て勾配天井 

屋根を全て勾配天井として計算しますので、ロフト上部の天井形状が水平天井と異なります。 
天井高さが異なるので、「内法気積」と「暖房床面積」について補正が必要となります。 
 
１）天井を勾配天井に設定します。 
   プランモードで３階の屋根を屋根断熱(勾配天井)に設定します。 
２）補正数量を求めます。 
   勾配天井の場合、赤の点線部分(内法気積)が余剰に計算されるので、その体積を求めます。 
   また、ロフト部の暖房床面積についても、天井高さの補正による値が異なる場合があるので確認します。 
   屋根全てが屋根断熱なので、建物の容積の値には変更はありません。 
３）数量補正で補正します。 
   求めた補正数量を計算モードのStep1の数量補正の内法気積の減算のセルに入力します。 

補正対象 
暖房床面積 

①物件の 
別ファイル管理 

②数量補正 



  数量補正する場合の操作手順２ 

7 建もの燃費ナビ CAD入力のポイント 

燃費ナビ プランモード：天井を勾配天井に設定 手順1 

プランモードの部材設定で３階の屋根を屋根断
熱(勾配天井)に設定します。 

補正数量を求める 手順２ 

補正体積のイメージ 

勾配天井 
２）勾配天井の場合、赤の点線部分(内法気
積)が余剰に計算されるので、その内法気積を求
めます。 
また、暖房床面積についても、天井高さの補正に
より値が異なる場合がありますので確認をします。 
 
細かな計算方法は次のページでご説明します。 

「屋根断熱 
(水平天井)」に 

３階の屋根 

補正対象 
内法気積 

補正対象 
暖房床面積 



  数量補正する場合の操作手順３ 

8 建もの燃費ナビ CAD入力のポイント 

補正値を求める 手順２ 

数量補正を行う 手順3 

勾配天井 

今回の対象となる内法気積は三角柱の形状で 
あるので、内法の床面積×三角の高さ×１/２を
計算し、補正対象の体積を求めます。 
 
暖房(有効)床面積を求めます。暖房床面積や 
内法気積の求め方にについましては、 
「建もの燃費ナビ_CAD入力簡易マニュアル.pdf」
の19Pをご参照ください。 
(暖房床面積＝内法の床面積×天井高さによる補正値) 

 

補正対象： 
内法気積  

補正対象： 
暖房床面積 

勾配天井としての３階ロフト部分の暖房床面積を確認します。 
燃費計算を実行すると、計算モードのシート｢数量確認｣で確認できます。 

暖房床面積： 
9.93㎡ 

値を確認したら、計算モードStep1の数量補正の減算のセルに「9.93(㎡)」を入力し、今度は加算に補正した暖房
床面積を入力し適正な値とします。 

暖房床面積 補正した面積を入力 

補正した内法気積を入力 

シート： 
数量確認 

高さ 
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